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に
、

フ

ロ

ア

か

ら
の

応
答
も
交
え
て、

私
た

ち

自
身
も
ま
た

加
担
し
て

い

る

「

い

の

ち
」

の

蹂

躙
に

ど
の

よ

う
に

立
ち
向
か

え
る

の

か

に

つ

い

て
、

意
義
深
い

議
論
が
展
開
さ
れ
た

。

大

震
災
の

問
う
物
質
と

霊
魂

　

　
　

　

日
本
仏

教
再
評
価
の
一

環
と
し
て

初
期
ジ
ャ

イ

ナ

教
の

生

物
観

　
　

代

表
者
　
戸
田
游
晏

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　

森
岡
正

芳

　
　

　

司

会
　
實
川
幹
朗

霊

性
を
共
に

生
き
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

杉
岡

信
行

　
ジ
ャ

イ
ナ

教
が
ア
ニ

ミ

ズ

ム

（

卩

昌一
B冖
ω

目）

で

は

な
い

こ

と
を
述
べ

る

こ

と
に

よ
り

、

ジ

ャ

イ
ナ

教
の

生

物
観
を

浮
か
び
上

が
ら
せ

た
い

。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

始
ま
っ

た
イ
ン

ド

学
で

は
、

ジ

ャ

イ
ナ
教
に
は
ア

ニ

ミ

ズ

ム

的

な

信
仰
が

あ
る

（
国゚

冒
oo

三、

一

八
九

五）

と
か
、

物
活
論
的
な

思

想

が
あ
る

（
金
倉
圓
照

、

一

九
四

四
）

と
か

の

見

解
が
あ
る

。

こ

れ

に

対
し

て

近
年、

わ

が

国
の

ジ

ャ

イ

ナ

教
研
究
者
ら
（
藤

永
伸、

一

九

九
〇

、

渡
辺

研
二
、

二

〇
〇

五）

か

ら
批

判
が

提
出
さ
れ
て

い

る
。

ま
た
、

類゚

QQo

ゴ
＝
σ
同

冒
αq

（

一

九

六

六、

英
訳
）

も、

元
素
の

微

粒

子
が
」
冒
自。

霊
魂

を
も
っ

て

お
り、

こ

の

よ

う
な
あ

り
か
た
を
ア
ニ

ミ

ズ
ム

で

あ
る

と
認
め

て

い

る
。

ジ
ャ

イ
ナ
教
に

は
ア
ニ

ミ

ズ
ム

的
な

信
仰
が
あ
る

と
か

、

元

素

の

微
粒
子
が

、

ジ
ャ

イ
ナ

教
で

い

う
と
こ

ろ

の

霊
魂
冒
く

四

を

も
っ

て

い

る

と
は

如
何
な
る

こ

と

を
指
す
の

で

あ
ろ

う
か

。

ジ

ャ

イ
ナ

教
で

は

生

き

物
と
し

て

六
生

類
を
規
定
し
て

い

る
。

最

初
期
の

ジ

ャ

イ
ナ

聖
典
『

ス

ー

ヤ

ガ

ダ

ン

ガ
』

（
一

、

一
一
、

七
−

九
）

に
は
六

生

類
と

不
殺
生
に

つ

い

て

説
か
れ
て

い

る
。

「

地
・

水
・

火
・

風、

草
木

穀
物、

動

物
は

そ
れ

ぞ

れ

に
生

命
あ
る

生

き
も
の

で

あ
る

。

こ

れ
が
六

生

類
と
い

わ

れ
る

も
の

で
、

こ

れ
で

す
べ

て

で

あ
る
。

あ
ら
ゆ

る

手
段
を

尽
く
し
て

こ

れ
を

考
察

せ
よ

。

す
べ

て

が

苦
を

憎
ん

で

い

る
。

だ
か

ら

す
べ

て

を

殺
し

て

は

な

ら

ぬ
。

」

（
谷
川

泰

教
訳、

一

九
入

八
）

。

こ

の

言
説
は

マ

ハ

ー

ヴ
ィ

ー

ラ

の

も
の

と
い

わ
れ

て

い

る
。

こ

こ

に

い

う
、

生

命
あ
る

生

き
も
の
、

と

は

UH

〈
聾

（
生

命
あ

る
い

は

霊

魂）

と

ω

讐
B
（

生

き
物
）

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

地
（

薯
9
帥

く
則
）

と

水
（

習
∀

と

火

8
ゆq
帥

巳）

と

風
（
く
鋤

巳

と

草
木
穀
物

含
二

葵
げ
ρ

・゚

p
げ
H

旨
  鳶
帥
）

と

動
物
（

冨
蠧）

は
、

そ

れ

ぞ
れ

に

冒
く

眇

を

有
し
て
お
り

、

ま
と
め
て

六
生

類
（
o
げ

欝
鼠
《
鋤）

と
よ
ば
れ

て

い

る
。

ま
た

、

こ

れ

ら
の

生
き
物
は

、

苦
を

感
受
し

そ
れ
を

憎
む
こ

と

ま
で

す
る

。

そ

し
て

、

以

上
は

非
暴
力
・

不
殺
生
の

理

由
説

明
で

も
あ

る
。

と

こ

ろ
で

、

地
、

水
、

火
、

風
は

、

イ
ン

ド
思

想
で

は
一

般
に

元

素

と

見
な
さ
れ、

物

質
扱
い

で

あ
る

。

初
期
の

ジ

ャ

イ
ナ

教
に

近
い

初
期

仏

教
で

は
、

地、

水
、

火
、

風
は

四

大
種
と

見
な
さ
れ
て

い

る
。

ま
た

、

六

師
外
道
の

唯

物
論

者
で

あ
る

ア

ジ
タ
・

ケ
ー

サ
カ

ン

バ

リ
ー

は
、

人
間
は

四

大
種
か
ら
成
り
立
ち、

死
ぬ

と
地、

水、

火
、

風
の

そ
れ
ぞ
れ
の

要

素

に

か
え
る

と

言
う

（

杉
岡
信
行、

二

〇

〇
六
）

。

こ

の

よ
う
な

物
質
存
在

で

あ
る

地、

水、

火
、

風
に
、

ジ
ャ

イ
ナ
教
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の

こ

れ
ら
の

中
に

冒
く
”

霊
魂
を

有
し

て

い

る

と

明
言
し
て

き
た

こ

と

を、

イ
ン

ド

学

で

は
笛

巳

B
δ

ヨ

で

あ
る
と

考
え
て

き
た

。

で

は
ア

ニ

ミ

ズ

ム

と
は

ど

の
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よ

う
な

内
容
を
も
っ

た

概
念
で

あ
ろ

う
か

。

p

巳

巳
ω

日

と

い

う
用
語
は

、

イ

ギ

リ

ス

の

民
族

学
者
で

あ

る

国゚

じd．
→
≦
o
「

が

著
し

た

 
置
ミ
帖

職

ミ

O
ミ
ミ
鳶
（

一

八

七
一
、

一

九
七

四

再
版）

に

出
て

く
る

も
の

で
、

彼
の

造
語
と
い

わ
れ

て

い

る
。

タ

イ

ラ

ー

は
ア
ニ

ミ

ズ

ム

を
次
の

よ

う
に

考
え

て

い

た
冖

霊
的

存
在
者
〔
の

〇

三
ε
巴

げ

巴
目

ぴq
ω）

を

信
じ
る

こ

と

が

理

論

で

あ
り、

そ
れ

ら

を

崇
拝
す
る

こ

と

が

実
践
で

あ
る

よ

う
な
、

古
代
か
ら

続
き
全
世
界
に

広
ま
っ

て

い

る

宗
教

哲
学
で

あ
る

。

ま
た
、

ア
ニ

ミ

ズ

ム

が
高
度
な
文
明
領
域
に

到
達
す
る

筋
道
を

明
ら

か
に
す
る

と
い

う、

自
然

宗
教
の

発
達
〔
ユ
 
く
 

δ
冒

ヨ
 

葺
ω）

に

つ

い

て

考
え
て

い

た
。

タ

イ
ラ

ー

が
考
え
た
自
然
宗
教
の

発
達
−
宗
教

民
族
学
で

は
宗
教
発
展
段
階
論
と
か

宗
教
進
化
論
を
指
す
ー
と

は
、

ア
ニ

ミ

ズ

ム

に

始
ま
っ

た

自
然
宗
教
が
、

精
霊
信
仰
か
ら
自
然
神
崇
拝
や
多
神
教
に

発
達
し、

最
終
的
に
一

神
教
に

至
る
と

い

う
考
え
で

あ
る

。

さ
て

、

こ

こ

か
ら
は
ジ

ャ

イ
ナ
教
が

ア

ニ

ミ

ズ

ム

で

は
な
い

こ

と

を

述
べ
、

そ

の

生

物
観
に
言
及
し
た

い
。

先
ず
最
初

に
述
べ

る
こ

と

は
、

ジ

ャ

イ

ナ
教
は

創
造
神、

絶
対
神
を
認
め

て

い

な
い

こ

と

で

あ
る

。

し
た

が

っ

て
皿

神
教
の

神
が
こ

の

よ

う
な
神
で

あ
る

の

な

ら、

そ
の

対
極
に

あ

る
ア

ニ

ミ

ズ

ム

の

霊

的
存
在

者
を

信
じ
る

あ
り

方

も、

そ
れ
ら
を

崇
拝
す
る
あ
り
方
も
、

ジ
ャ

イ
ナ
教
に

は

な
い

。

人
間
を

動
物
に

含
ん

で

い

る

六
生
類
は、

世

界
（

δ

訂）

に

存
在
し

た

し
、

今
も

存
在
し
て

い

る
。

地、

水、

火、

風、

草
木
穀
物
の

そ
れ
ぞ
れ
の

身
体
の

各
々

の

個

体
に
一

つ

ず
つ

有
し
て

い

る

霊
魂
は
、

信
じ
る

対
象
で

も
な

く

崇
拝
の

対

象
で

も
な
く、

生

類
同
士
が

共
に

生
き
る
た
め

の

個
体
の

主

体

で

あ
ろ

う
。

バ

イ
オ

リ
ー

ジ

ョ

ン

の

視

点
か

ら
見
た

日
本
の

風
土
と

信
仰

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

永
原

　
順
子

　
バ

イ

オ
リ
ー

ジ
ョ

ン

（

bd

百
Φ

αq
δ
ロ
）

と
は
、

生

物
域
、

生
態
域
な
ど
と

訳
さ
れ
、

国
境
な
ど

の

境
界
で

区
切
ら

れ

な
い

、

あ
る
一

つ

の

山
系
や、

河
川
の

流
域
な
ど
の

生

態
的
な
つ

な
が

り
を

も
つ

地
域
の

こ

と
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な
生

態
系
の

つ

な
が

り
を

自
覚
し、

復
元
し
つ

つ
、

そ
の

生

態

系
の

＝
部
と

し
て

人
間
の

生

活
を
見
直
し、

持
続
可
能
な
生
態
域
を
目

指

そ

う
と

す
る

活

動
が

バ

イ

オ
リ

ー

ジ

ョ

ナ

リ
ズ

ム

で

あ
る

。

こ

の

活
動

は
、

世
界
各
地、

も
ち
ろ

ん

口
本
で

も、

近
年
活
発
に

行
わ
れ
て

い

る
。

　
こ

の

バ

イ
オ
リ

ー

ジ
ョ

ナ
リ
ズ
ム

の

実
践
者
の
一

人
で

あ

る
ゲ

ー

リ

ー
・

ス

ナ
イ
ダ
ー

氏
（

一

九
三

〇
1）
は
、

自
然
と

人

間
と

の

関

係
を
テ

ー

マ

に

多
く
の

作
品
を

書
い

た

自

然
詩
人
と

し

て

も

有
名
で

あ
る

。

氏

は
、

一

九
五
六
年
か
ら
一

九
六

八
年
ま
で

日
本
に

滞
在
し

、

相

国
寺
や

大

徳
寺
で

臨
済
禅
を

学
ん

だ
。

こ

の

時
期
に
氏
は

能
に

没
頭、

中
で

も
特
に

「

山
姥
」

と
い

う
一

つ

の

曲
か
ら

感
銘
を

受
け

、

「

山

姥
」

を
題
材
と
し
た

詩
を
書
く
に
至
る

。

　

能
「

山
姥
」

で

は
、

都
の

遊
女
一

行
が
善
光
寺
参
り
の

途
中

、

一

人
の

老
女
が
住
む
庵
で
一

夜
の

宿
を
借
り
る
と

こ

ろ

か
ら

話
が
始
ま
る

。

そ
の

老
女
は
、

自
ら
が

山
姥
で

あ
る

と

告
白
し、

自
ら
の

境
遇
と
仏

法
の

理
を

説
い

て

や

が
て

姿
を
消
す

。

山
姥
は

能
の

舞
台
に

人
の

形
を
と
っ

て

現
れ

る

が、

そ
の

存

在
が

表
す
の

は、

山
す
な
わ
ち
生

態
系
そ
の

も
の

で

あ
る

。

そ
し
て

山
姥
の

存
在
が
「

邪
正
一

如
」

「

色

即
是
空
」

を
説
い

て
い

る
。

　

以
上、

バ

イ
オ
リ

ー

ジ

ョ

ナ
リ
ズ

ム

の

実
践

者
の
一

人
が
日

本
文
化
に

触
れ

、

そ
の

う
ち
の

能、

特
に

「

山
姥
」

に

共

鳴
し

た、

と
い

う
事
実
は

何
を

示
唆
す
る

の

か
。
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